
（２）高速道路の利便性向上による救急医療体制の充実

①搬送時間短縮による救命率の向上

■ 豊田上郷スマートICを利用することで、第3次救急医療施設である豊田厚生病院までの搬送時間が短縮

（高速道路を利用した場合の一例です）

豊田上郷スマートICを利用して豊田厚生病院までの到達時間が短縮されるエリア。

搬送時間の短縮は救命に
おける重要な要素です。
救命率向上に向けて大い
に期待します。
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国土地理院地図を加工して作成

４分短縮！
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